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◆
低
下
す
る
食
料
自
給
率
　

　

「
食
料
自
給
率
」
と
は
、
皆
さ
ん
が
食
べ
て

い
る
も
の
が
、
国
内
の
農
業
生
産
で
ど
の
く
ら

い
賄
え
て
い
る
の
か
を
示
す
指
標
で
す
。

　

日
本
国
内
全
体
の
食
料
自
給
率
は
、
カ
ロ
リ

ー
基
準
で
計
算
し
た
場
合
、
昭
和
40
年
の
73
％

に
対
し
、
平
成
22
年
は
39
％
ま
で
低
下
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
17
％
（
平
成
21
年
）
、

市
内
で
は
県
内
以
上
に
低
い
率
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率
の
低
下
理
由
は
、
食
生

活
が
変
わ
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
産
の
お
米
を
食
べ
る
量
が
減
り
、
外
国
産
の

畜
産
物
や
油
を
使
っ
た
料
理
が
た
く
さ
ん
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
見
国
産
で
も
、

原
料
や
エ
サ
が
外
国
産
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
食
料
自
給
率
の
低
下
、
つ
ま
り

地
元
で
生
産
さ
れ
る
も
の
が
地
元
で
消
費
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
地
元
農
家
の
衰
退
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
市
内
で
も
耕
作
放
棄
地
の
増

加
や
担
い
手
不
足
、
農
家
数
の
減
少
は
農
業
を

取
り
巻
く
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
（
右
下
グ
ラ

フ
参
照
）
。

◆
地
産
地
消
の
促
進
　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
は
、
国
民

に
国
産
農
産
物
を
積
極
的
に
食
べ
て
も
ら
い
、

食
料
自
給
率
を
2
0
2
0
年
に
は
50
％
ま
で
上

げ
る
こ
と
を
目
標
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
上
農
地
や
農
家
数
が
減
少
し
な
い
よ

う
に
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
の
1
つ
に
「
地
産
地
消
」
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

「
地
産
地
消
」
と
は
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た

も
の
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
で
す
。

　

外
国
産
で
は
な
く
、
地
元
の
食
材
を
消
費
す

る
こ
と
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
だ
け
で
な
く
、

地
元
農
業
の
支
援
や
農
地
保
全
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
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皆
さ
ん
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農

産
物
や
水
産
物
を
、
ふ
だ
ん
ど
の
く
ら

い
食
べ
て
い
ま
す
か
？

　

今
回
は
、
現
在
低
下
し
て
い
る
「
食

料
自
給
率
」
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
市
内
の
「
地

産
地
消
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。　

食
料
自
給
率
の
低
下
と
地
産
地
消

みんなで地産地消を進めよう！
特集　〜食料自給率の向上を目指して〜

農家数の推移 出典:農林業センサス

葉ネギの収穫 田植え

キュウリの収穫 トマトの収穫



　

平
野
部
で
は
、
「
稲
作
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
「
米
」
は
市
で
産
出
額
が
2
番
目

に
多
く
、
ほ
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
市
内
東
部

を
中
心
に
、
市
内
中
・
西
部
地
域
や
富
士
川
北

部
地
域
な
ど
で
も
生
産
さ
れ
て
い
て
、
食
料
自

給
率
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い
農
産
物
で
す
。

　

ま
た
、「
イ
チ
ゴ
」や「
キ
ュ
ウ
リ
」、「
ト
マ
ト
」

な
ど
の
施
設
園
芸
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
）
や
、

「
富
士
梨
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
「
梨
」
も
多

く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
以
外
に
も
、
市
内
北
部
で
は
、
「
養

鶏
」
が
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

「
鶏
卵
」
は
市
で
産
出
額
が
3
番
目
に
多
い
主

要
農
産
物
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
鷹
岡
地
区
は
「
豚
」
、
大
淵
地

区
は
「
牛
」
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
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、
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の
食
材
を
消
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と
は
、
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市
内
の
耕
地

富
士
市
の
地
産
（
農
業
・
水
産
業
）

　

市
内
の
耕
作
面
積
は
、
2
7
2
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
市
全
体
の
11
・
1
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
7
割
が
畑
、
残
り
3
割
が
水
田
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
は
、
海
か
ら
始
ま
る
平
野
か
ら
富
士
山

を
望
む
高
地
に
至
る
多
様
な
環
境
の
中
、
さ
ま

ざ
ま
な
作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
（
左
表
参

照
）
。

　

山　

間　

部

　

市
を
代
表
す
る
農
作
物
と
言
え
ば
「
茶
」
で

す
。
温
暖
な
気
候
と
標
高
の
高
い
山
間
部
を
あ

わ
せ
持
ち
、
こ
の
条
件
に
と
て
も
適
し
て
い
る

「
茶
」
の
栽
培
は
昔
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
「
富
士
の
お
茶
」
の
大
き
な
特
徴
は
、

自
園
自
製
自
販
の
農
家
が
多
い
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
が
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な

が
ら
「
茶
」
を
栽
培
・
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

「
茶
」
と
同
じ
よ
う
に
山
間
部
で
多
く
栽
培

さ
れ
て
い
る
農
作
物
は
「
ミ
カ
ン
」
と
「
キ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
」
で
す
。
「
ミ
カ
ン
」
は
市
で
産

出
額
が
6
番
目
に
多
い
主
要
農
産
物
で
、
主
に

「
温
州
ミ
カ
ン
」
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
」
は
、
一
般
的

な
品
種
の
「
ヘ
イ
ワ
ー
ド
」
や
、
甘
味
が
あ
っ

て
赤
み
が
か
っ
た
品
種
の
「
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ

ド
 
」
の
生
産
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

富士市内の農産物産出額の順位

畜　

産

平　

野　

部

駿　

河　

湾

　

駿
河
湾
で
は
、
「
シ
ラ
ス
漁
」
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
漁
の
と
き
に
魚
を
傷
つ
け
に

く
い
「
一
そ
う
引
き
」
と
い
う
漁
法
で
網
を
引

き
揚
げ
、
新
鮮
で
お
い
し
い
シ
ラ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

近
年
、
市
内
の
主
要
農
作
物
の
茶
や
稲
作
を

始
め
と
す
る
栽
培
面
積
は
減
少
す
る
な
ど
、
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に

地
元
富
士
市
で
も
た
く
さ
ん
の
農
産
物
が
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
具
体
的
に
「
地
産
」
と
し
て
地
場
産

品
を
生
産
し
て
い
る
市
内
の
農
家
の
皆
さ
ん
と
、

「
地
消
」
と
し
て
地
場
産
品
を
応
援
し
て
い
る

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

特集／みんなで地産地消を進めよう

　

次
に
、
富
士
市
の
「
地
産
地
消
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
内
で
は
ど
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
農
産
物
が
と
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

順位 農産物 産出額
1 茶（生葉）    168
2 米     74
3 鶏卵     62
4 イチゴ     44
5 荒茶     35
6 ミカン     30
7 切り枝     27
8 日本梨     19
9 菊     16

10 キャベツ     14
ホウレンソウ     14

12 ネギ     11
13 キュウリ       9

順位 農産物 産出額

14 スイートコーン      7     
トマト      7

16
さといも      6
鉢もの類      6
キウイフルーツ      6

19 ばれいしょ      4

20
カリフラワー      3
かんしょ      3
花壇用苗もの      3

23

タマネギ      2
レタス      2
ナス      2
柿      2

出典:平成 18 年度静岡県の生産農業所得統計

（単位:1,000万円） 
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